
 

WE-Hub ひろしま　第１回定例会 

実施報告 

 

【実施概要】 

名 称　次世代女性リーダーネットワークひろしま　WE-Hub ひろしま　 

開催日時　第 1回定例会　令和６年７月３日（水）13：30～17：00 

実施方法　集合型（リアル）開催 

会 場　エソール広島（広島市中区大手町１丁目２－１　おりづるタワー10 階）　　　　　 

参加者数　メンバー26 名 

主 催　広島県商工労働局　人的資本経営促進課 

（受諾事業者　株式会社ハーストーリィプラス・ひろぎんエリアデザイン株式会社） 

　 

■全体会合　13：30～14：20 

１　開会・趣旨説明　広島県副知事　玉井優子　 

 

２　参加者の自己紹介 

 

３　本日の活動の説明 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

■グループセッション　14：20～15：00 

グループ内の役割決め（リーダー、会計）と、各グループのテーマに関して「10 年後の広島はこうあり

たい」を議論。各グループに、アドバイザーが加わり進行をサポートした。 

 

 

広島県▶ 
玉井副知事挨拶 

◀定例会の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

■各グループの発表　15：00～15：20 

各グループがそれぞれの 10 年後の広島のありたい姿を発表した。 

 

■講演　15：30～16：30 

講 師　経済産業省　経済産業政策局　経済社会政策室長　相馬知子氏 

タイトル　～ダイバーシティ経営の推進、自身の体験談などを中心に～ 

 

内 容 

１　ダイバーシティ経営について 

２　ジェンダー分野の取組について 

３　今の仕事を通じて思うこと・私の体験談など 

 

■交流会　16：30～17：00 

講師・参加者間での交流会（名刺交換等）を行った。

 グループ テーマ

 
A　職場（働き方）

10 年後の広島において、企業価値を高める職場（働き方）はどうある

べきか？

 
B　ビジネス（産業・経済） 10 年後の広島の産業・経済はどうあるべきか？

 
C　生活（生き方・生きがい）

10 年後の広島で自分たちの生活を充実させるにはどうすれば良い

か？

 
D　人口減少・人口流出 10 年後の広島の人口（人口減少・高齢化）を見据え、何をすべきか？

 
グループ 10 年後の広島のありたい姿

 
A　職場（働き方） 世界から選ばれる職場、多様な働き方を実現できる職場

 B　ビジネス（産業・経済 今ある魅力を発信しながら、先進県としてアピールできる。

 
C　生活（生き方・生きがい）

「繋がれる社会」･･･人同士、地域と繋がれる、自分がしたい仕事に

繋がれる

 D　人口減少・人口流出 住みたい街だけではなく、住み続けたい街

◀グループセッションの様子 

▲経済産業省 経済産業政策局 
相馬経済社会政策室長 講演 


